
昔ながらの米作り、2022年度もスタート
しました。4月下旬には苗床に種籾をま
いて苗を育て、5月には田んぼの畦塗り、
田起こしと代掻きを行いました。水の張
られた田んぼは田植えを待つばかりです。
田植えは６月上旬に行います。

今年も”米作り“がはじまりました

いきもの観察会の様子

アズマヒキガエルのおたまじゃくし

3月にひものように長い卵塊からかえった
たくさんのおたまじゃくし。5月を過ぎると、
小さいカエルになって雨模様の日に上陸し
ます。毎春、トンボ池でも見られますが、
年々その数が減っていています。理由はわ
かりませんが、心配です。

クモの観察会、両生爬虫類の観察会ともに、
子どもたちは目を輝かせて、引き込まれる
ように観察していました。
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両生爬虫類の観察会(5/3)

クモの観察会(4/29)

写真撮影：中村昌弘文・写真撮影：山村靖男

ウラナミアカシジミ シジミチョウ科

オレンジと黒の綺麗な縞模様をしたチョウ。
年１化性で６月~７月に現れます。

おたまじゃくし写真撮影：小田俊



６月～７月のイベント・作業

日 時 活 動 内 容 対 象

5月～10月
めざせ！

ザリガニマスター
園外でつかまえたザリガニを

引き取ります
こども～

6月2日（木）
10:00～11:30

草刈りボランティア ササ刈りなどを行います おとな

6月3日（金）
10:00～12:00

苗取り 田植えの準備で苗を束ねます
昔ながらの米作り
年間登録者

6月4・5日（土日）
10:00～12:00

田植え 田んぼに稲の苗を植えます
昔ながらの米作り
年間登録者

6月4日（土）
10:00～11:30

野の花ウォッチング 園内の草花を観察します 中学生以上

6月18日（土）
10:00～12:00

保全（作業）
ササ刈り・低木刈りなど
※飲み物は各自持参

小学生～おとな
（小学生は親子で）

6月18日（土）
10:00～14:30

想ネイチャークラフト
野外教室

木の実・草の実など使った
工作をします

こども～おとな

6月26日（日）
10:00～12:00

保全（作業）
ササ刈り・低木刈りなど
※飲み物は各自持参

小学生～おとな
（小学生は親子で）

7月2日（土）
10:00～11:30

野の花ウォッチング 園内の草花を観察します 中学生以上

7月7日（木）
10:00～11:30

草刈りボランティア ササ刈りなどを行います おとな

7月16日（土）
10:00～12:00

保全（作業）
ササ刈り・低木刈りなど
※飲み物は各自持参

小学生～おとな
（小学生は親子で）

7月16日（土）
10:00～14:30

想ネイチャークラフト
野外教室

木の実・草の実など使った
工作をします

こども～おとな

7月23日（土）
9:30～11:30

畦の草刈り
田の草とり

畦の草をカマで刈り、田んぼの
雑草をとります

昔ながらの米作り
年間登録者

7月24日（日）
10:00～12:00

保全（作業）
ササ刈り・低木刈りなど
※飲み物は各自持参

小学生～おとな
（小学生は親子で）

7月30日（土）
9:20～11:00

昆虫探偵団
バナナトラップ

バナナトラップを仕掛けて
集まる昆虫を観察します

小学生以上

※詳細はホームページをご確認ください。なお、天候や感染症の影響により、中止となる場合があります。

先日は、シオカラトンボの羽化、キショウブの花のひらく瞬間に立ち会えま
した。小鳥たちが鳴きかわし、草木が四季折々に移ろう自然生態園にいると、
ここが住宅地の一角であることを忘れるときがあります（F）。
5月29日には通常総会が無事に終了しました。地域の皆さんが楽しく生態園

の自然を生かした保全や観察・体験の催しに参加できるように努めていくこと
を確認しました。スタッフは事故ゼロを第一に努めます。2022年度も皆さまの
お力添えをいただけますよう、よろしくお願いいたします（事務局一同）。

事務局より


